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麹 プ v テ ア ー ゼ 測定法の 検討 （1）
＊

晴 酒 1；関 す る酵 素の研 究 （第 2報 ）〕

栗 山　一
秀

・今 安 　 聰 ・口 垣 内泰夫 　（大 倉酒 造 株式会 U 研 究室）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　書

　麹菌 の プ ロ ラ
’
ア ーゼ に 関 し て は 多数の 報告が ある即 ち，古 く黒 野 氏 等

／） は麹 菌中に 3種 の プ 卩 テ ア ーゼ 群 の あ

る事 を述べ て 居 り， 又 BERGMANN 氏等
2）の 報告 もある．最近 に 至 り，松禺氏

1・4） は麩麹 プ ロ テ ア ーゼ 測 定法

の 検討｝こ始ま り，
プ ロ テ ア ーゼ の 多様性 とそ の 阻害物質等 に 就 い て 報告し て 居 り， 吉田氏

Sj）
及び DWORSCHACK

氏
e） は プ ロ テ ア

ーゼ を AsP．　orPtZve 型 と AsP．　niger 型 に 分 け，そ れ 等 の 性質 に 就 い て 報告 して 居 る。更 に 蔭山 ，

杉 田氏等
7・S） は 米麹 の 酵素液 に 就い て ， ア ル カ リ性プ 卩 テ ア ーゼ 及び 酸性 プ ロ テ ア

ーゼ の 2 型 の 存在及び性質等

を報告 して居り，三 浦氏
o）は pH 処 理 に よつ て，　 Taka ・Diastase 中に pH 　4・0，　pH 　5・0及び pH 　7・0附近に 夫 々

最適 pH を有す る 3 型 の プ ロ テ ア
ーゼ の 存在す る事 を認 め ， 安井氏

1°，
，

（】REWTHER 氏
11）等 は濾紙電 気泳動装掻

を 用 い ，
2 型 の プ ロ テ ア ーゼ を分離，それ 等の 性質を検討 し て居 る．一

方結晶化に 関 し て も， 赤堀氏
1！）は Taka −

Diastase申 よ りア ル カ リ性 プ ロ テ ア ーゼ を ， 天野氏等
13）は 酸性 プ ロ テ ア

ーゼ を 夫 々 結扇化して 居 る．

　以上此等の 報告す る処に は ， 種 々
一

致しな い 点が あり， 又著者等が 第 1報 H 〕で 述 べ た 様 ic， 清酒 の 同
一

醸造工

程申 の 試料を用 い て も，その 測定法 に よ り，種々 相違 を示す様 で ある．

　此 等は麹菌 プ ロ テ ア ーゼ の 有す る 多様 幽 C 依 る事 は 勿論で あ るが，その 力価測定 の 方法 や 条件，及び麹菌の 培

養方法等に も基 因 し て居 ると考 え られ る．

　而 し て FQLIN 法 に よ る力価測定 の 条件等に つ い て は上 述 の 蔭 山氏 等 に よ り詳細な検討が試 み られ て 居 るが ， 著

者等 も夊 ， 出来 るだけ実際 の 清酒醸造申 の プ ロ テ ア ーゼ の 力 価 （以 下 こ れ を 「醸 造 力価」 と略称 す る） と最 も近

似し た値を表わす プ ロ テ ア
ーゼ 力 価 を測定 せ ん と し て ， そ の万法 や 条件 に 就 い て 更 め て 検討 を行 っ た．

　尚，タカ プ ロ テ ア
ーゼ及び米麹 プ ロ テ ア ーゼ に就 い て も若干の 考察 を行 つ た の で併せ て 報告す る，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 実　験　要　領

　（i） 反応 壁質：主 とし て Milk　c3sein （MERKTEN 製，　 HAMMARSTEN 法）を用 い ， 比鮫 とし て 米粉末 （白糠

及び市販の米粉 を乳鉢 に て 粉砕 せ る もの ），
Gelatin（武田）Egg 　albumin （武田）Polypeptone （武 田） 等 を夫 々

溶解後 ， 所定の pH に規正して 用い た．

　 （ii） 緩衝液 ： 特 に 述べ る以外はす べ て Mc 　ILVAINE 氏 の もの を用 い た．

　 （iii） 酵素液 ： Taka −diastaseを溶解 せ るもの を タ カ プ ロ テ ア ーゼ とし，一万 白米 （約 2 割 7 分減）を用 い て 作

っ た米麹 （出麹後 15時間程度 の もの ） より抽出せ る もの を米麹 プ ロ テ ア ーぜ とし て ， この 両者を使用 した．操

　（iv） 測定法 ： FOLIN 法 ，
　VAN 　SLYKE 法 を採 用 し ，

フ オル モ ール 滴定 法 は 反 応 液 中 の 緩衝 液 の pH 値及び そ

の 量 に よ り測定値 b湘 当影響 され る事 を知 つ た が ，
こ の 方法 の 検討は 別に 報告す る こ とと し て ， 今 匣【はこ の 方法

に は 触れ なか つ た．

　 1）　測定法 の 検討

　 （且）．FOLIN 法 〔FOUN −GエOCALTEU の 試薬を 用 い る方法〕

　 こ の 方法 は上述の 通 り， 蔭山氏等が詳細 な検討 を行つ て 居 るの で ，大体 こ れ に 準 じたが ， 著者等 つ 使用す る島

津万能螢光 々 度計は キ ユ ベ ツ ト （比色管） の 容量 が大 な る為， 蒸溜水 を標準とす る とそ の 呈 色度が余程小 で な け

れ ば ， 吸光度が甚だ大とな つ て 測定 の誤差 範囲に 入 つ て し ま うの で，止 む を得ず新 た に ，
V ．B

ユ測定用 の 硫酸銅フ

ィ ル ターを用 い ， そ の 時の 吸光憂を 漂準 とす る事 とし，こ の 条件 に 於 け る各 試 料 の 吸 光 度（E ）を求 めて ， Fig．1

に 示せ る標準曲線 よ り，lyrosine罍 （γ1cc） に 換算 し ， 酵素反応開始時 （Ohr ）の 反応液 の tyrosine 量 との 差 を

以っ て ， プ ロ テ ア ：
一ゼ 力価 を示す事に し た．尚試料 の発色が測定範囲 を越 え る場合は ， 適当に 稀釈して から呈 色

させ て 測定す る こ と とし た．こ れ に よつ て ，可成 り長時問酵素反応を行 つ た反応液 の 測定 も可能 とな り， 試料が

混濁せ る場合もその 影響 を あ る程度除 くこ とが出来 アこ．

　 （ii）　　VAN 　SLYKE 　｝去

　 菅 昭 和30SFIO月大阪醸造 学 会 に て そ の 要旨を 口 演 し た．
鞘

酵素 濃 度 の 表 示 は原 酵素剤 とそ の 拙 出液 との 璽 量比 を 以 つ て す る，例 へ ば （1 ： 10），
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Fig．　L 　F．C．R呈 色 に よ る吸 光 度 と チ ロ

　　 シ ン 量 との 標準 曲線

5e Ioo　　　　　　　　 sso

tyrosine 　r！cc

ユ oo

　反応液 10cc当りの ア ミノ 態 窒 素 を測定 し ，
N2 　ec！tOce

に て 力価 を 示し た ．尚測定時 の pH 値及び 共存す る 蛋 白

不完 全 分解物の 測定値 に対す る影響 を 見た処 ，
Table　 l

に 示す如く著者等の 実験範囲で はこ れ等の 影響 は 殆 ど な

い と考 え て 良い 様に 思われ る，

　 D 　米麹 よ り酵素液を調製す る方法 の検討

　従来，米麹よ りプ 卩 テ ア ーゼ の 酵素液 を調製す る場合

は，予 め米麹 を種 々 の 溶液 ICて 抽出し てみ て，そ の 中で

最 も酵素 の 抽出量が 大 と思われ る溶液 を用 い て抽出す る

の が普通 で あ る．然し， 著者等の 目的が 出来るだ け醸造

力価に 近 い 値を得 る とい う事 なの で ， 次の 様 な事 を試 み

た．

　即 ち，米麹 を 10％ の 割合に 各種緩衝液 に入 れ て ， Blen・

der に て 2 分聞磨砕し，室温 に て 1時間放置後 ， その 磨

砕物 を そ の ま 5 酵素液 とし た 場 合 及 び それ を 東洋濾紙

Table　L　VAN 　SLYKE 法 に よ る測 定 値 に 対 す る pH 値 の 影 響

測 定 液ipH
A

B

N2 　 cc110cc

回 収 率 　％

Ns　 cc ！10cc

回 収率 　％

Control3

．04

8．76

2．22

．6587

．07

．7488

．2

3．22

．8894

．67

．989L1

4．250

2．9296

．18

，3995

．6

04

晶

9

　・

・

5297

．8489

．噛

6，0 フ．O8 ．2

2 ．8292

．8767

　．

乳

mOO

2、7088

．82

．6086

．5

7．72　　　7．70
88．0 　　 87．9

〔註〕 黼 懸 A

擁藁
タ ミ ン 酸 ソ ーダ液 25％

50％
25％ 「鑞

瀦 蝋 25％
12．5％
50％
12．5％

Control ： 緩 衝 液 の 代 りに 蒸 溜 水 を 用 い た 場 合

Tablc　2．米 麹 よ り作 つ た 種 々 の 酵素液 を Caseinに 作 用

　　　させ た場合ゐプ 卩 テ ア ーゼ 力 価の 比 較

抽 出 液 の 種 類 濾 過の 別 最終pHTyrosine
γ1cc

［塒 醐塒 醸

蒸溜水
滄　　液　　　　　3．8　　　　1．12　　　3．64

磨 石卆物 　　　　　3，8　　　3．16　　　7．52

箸乳 酸 緩 衝 液
濾　液

磨 砕物

3．6 　　　3．46 　　　7．70

3．6　　　3．86　　 8．38

砦酢齦 鰍
濾 　 液

磨 砕 物

3．8　　　 L76 　　　6讐08

3．8　　　2．45　　　7，67

箸M … V幻 ・・ 緩鰍
濾 　液

磨砕物

3．4　　　2，90　　　7．40

3，4　　　　2．99　　　　7．51

茘嫐 緩 鰍
　 濾　液

1磨砕物 13
．8　　　　1．28　　　　3．96

3，9　　　3．00　　　7．32

No ・2 で 濾過 した 濾液を酵素液とし

た 場合に就 い て，それ等の プ ロ テ ア

ーゼ 力 価 を比較 し て み た．即 ち4 ％

Caseinを基質と し て 各酵素液をIO

時聞作用 させ FOLIN 法 に て測 定 し，

力価 を tyros 洫 量に て 示し た場合の

結果を Table　 2 に 示す． こ れより

すれば ， 何れ の 溶液 を用い て も， そ

の濾液 より磨砕物 の ま S の方が大 き

い 値 を示 し て 居 る．545 ％米粉宋煮

沸液 を基質 と し ， 各種 酵 素液 を 10時

間反応 させ ，
VAN 　SLYK 耳法 に て ア

ミ ノ態窒素を測定 した場合も， 殆 ど

同様 な結果 （Table 　3）が 得 られ だ．

従つ て ， 実験 の 便宜上濾液 を酵素液

とす る場合は常 に磨砕物 の ま 丶 を酵

素液とし た時 の 力価と比較して お き，
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Table　3．米 麹 よ り作 つ た 種 々 の 酵 素液 を米 粉 末 に 作 用

　 　 させ た 場 合 の プ ロ テ ア ーぜ 力価 の 比較

黼 ・ 別 瞬 ・H 鞭 懸 c

者察を すべ きで あ る と思われ る．

　皿） 酵素液 の 失活 に就 い て

抽 出 液 の 種 類

蒸　溜　水 1濾 液

M1
『乳 酸緩 衝 液

M
　 酢酸緩衝液
工0

… 11・56
濾　液

濾 　 液

磨 砕物

M
玉 rMC 　ILVAINE 棚 液 　 磨砕物

3．4O ．M

3．8　 　　 1．17

3．8　 　 　 2．02

3，61 　
，．，。

1

Fig．2．酵 素 液 の み の ま s 　40℃ ，10時 間 放 置

　 し た 場 合の 米 麹 プ ロ テ ア ーゼ の 失活

初

02

ゆ

8丶
ト

u9

・。
。
』

診

　 　 　 　12345678

　　　　　　　　　　pH
●一 ● 無 処 理

O − OOO
”
c

，
1 hr放置

　 　 　 　 　 　 米 麹 プ ロ テ ア ーゼ （1 ；20）　50  

反応液組成 ：　 4 ％ Casein 溶 液 　　　　50cc
　　　　　　 （所 定 の 緩 衝液 50％ を 含 む ）

反応条件 ： 1hr，40℃
測 定法 ： FOLIN 法

O爭

マo

　 6e

旦・・

漏
§、。

誉
、Dio

Fig．3．　 Casein 反応液中に 於け る米麹

　　 プ ロ テ ア ーゼ の 失活

o
　 　 ’ 23 →・ 56 ？ 8910

　 　 　 　 　 　 　 　 hr
●一 ● 基 本反 応，○一 〇

．
二次 的反 応

　蔭山氏等
8）の 報告 に よれ ば ， 基質を含 ま

ない 酵素液 は 40℃ ，
1時聞放置 し ナ：だけで

も，ア ル カ リ側 に 多少 力価 の 減 少 が認 め ら

れ る の に 反 し，基 質 と共存すれ ば，50℃，

1時間放置 して も酵素力は破壊されな い と

し て 居 る．

　著者等は 第 1報14〕
に 於 て述 べ た様に醸造

力価に 出来 るだ け近 い プ ロ テ ア ーゼ カ を知

る為に は，比 較的酵素反応 の 時間 を長 くす

る必要を感 じて 居 るの で ，か S る場合の酵

素液の 失活 に 就 い て，更に 検討 を試 み た．

　即 ち，米麹酵素液 を 作 る際，反応時の 所定 pH の 溶液

に て 米麹 を抽出し ， その 各 々 を40℃ ， 10時間該pH に て

放置 し，そ の 後 に 基質 Casein 溶液 を入 れ て40℃ ，1 時

間 反応 させ て 消化 pH 曲線を求 め ， 無処理 の 酵素液に

Casein を作用 させ た 場合 と比較 し て み た．そ の 結果 は

Fig．2 の 如 くに な つ た ．

　 こ の 結果よ りす れ ば ， 酸性側で は 力価 の 低 下 は認 め ら

れ ない の に 対 し ， ア ル カ リ側は 無処 理 の 酵素液 に 比 し て

約 3 割程力価が減少 し て居 る，尚 こ の 反応力価 の 低下 等

に 関 して は ， 共存す る ア ミ ラ ーゼ 及び 細菌汚染等の 関 係

を検 討 す る 要が ある と思 わ れ るの で 別報 に 於 て更に検討

す る予定 で あ る．

　
一方，基質が其存す る場合の 酵素液 の 失活 に つ い て 検

討す る 為次の 様 な試験 を行 つ た．即 ち先ず米麹 プ ロ テ ァ

ー
ゼ （1 ： 5 ）の 如 く比較的高濃度 の 酵素を 4 ％ Casein

溶液500cc に pH3 ，0に て 作用 させ ，　 FOLIN 法 に て力価を

求め，その 経時消化曲緑を 求め た （これ を基本反 応 と呼

A’こ とに す る．Fig．3 の 4 曲 線），次に こ の 基本反応 の

反応 途中に 於 て ，
0

，
1

，
2 ，5 及 び 10時間毎 に 反 応 液

の 中よ り一定量 を と り出し ， その 各 々 を再 び 新 しい Ga ・

sein 溶液に 反 応 させ て み た （こ れを二 次的反応 と呼 ぶ こ

とに す る．Fig．3 の B − F 曲線），

　こ の 結果に 就 い て み る に ， 反 応 開 始 時 （0 時間 ） に 基

本 反応 液 よ り
一

定量 を と り出し，別 の Casein 溶液 に 作

用 させ た 二 次反bti“Biの 経時消化曲線 （B 曲線 ） に 比 し て，

各時間後 に と り出 し て 二 次 反応 きせ た 経 時曲線 （1時間

後 G 曲 線 ，
2 時聞後 D 曲線 ，5時間後 E 曲線，10時聞 後

F ［ll1線 ） は li
’
iM
・
L　t）B 曲線 を越 え る力価 を示 す こ とは な い

が ，一方 F 曲線で も （言 い か え る と基本反応 10時闘後の 反応液を と り出し新 しい 基質 に 作用させ ノこ場合で も），

基本反応 と略 々 同様な 曲 線 を 示し て 居 る．即 ち新 しい 反 応 基 質 に 入 れ る とそ の 酵素 の 反応速度は 再び 増加す る こ

ζが確認 され た わけで従 つ て ， ブ 卩 ナ ア ーゼ を長時闘作用 させ た 場合，そ の 経 時消化曲線が歓 々 に 低下す るの は ，
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（476） （菓山 ， 今安， 口 垣内）　麹 プ ロ チ プ ーゼ測定法の 検討　（1）

プ ロ テ ア ーゼ の 失活 とい うよ りは寧 ろ，そ の 反応 生成物の 阻 害 ， 或い は 或 る 程度以上分解 し た 基質 に対す る酵素
の 親和力 ， 又 は 基質 Casein が 単一成分で ない 事等 に 起因す るの で は な い か と考 え られ る．

　 】、
’
） 基質濃度及び 酵素濃度 の 影響

　
一

般に 酵素反応速度 は ， 基質濃度が小な る範囲で

は基質濃度に 比例 し て 増大す るが，それ よ り基質濃

度が大 となる と反応速度の増分は 次第に小き くな り，

或 る程度以上 の 基質濃度に 於て は ， もは や 反応速度

は 基質濃度 に 無関 係な一定 値 とな つ て，更 に それ 以

上 基 質濃度を増す時は反応速度 は 却つ て 減少す る と

い うの が 普通 で あ る．

　麹 プ ロ テ ア ーゼ に 於 け る こ の 2 つ の 限界 を知 る為

次の 様な検討を試 み た．

　即 ち先ず二 種 の 濃度の タ カ プ ロ テ ア ーゼ （1 ：100）

　及び （1：10，000） を 用い ，
O・1乃 至 4 ％の Casein

に 作用 させ て そ の 経時消化曲 線 を求 め t 処，Fig．4

の 如 き結果 を得 た．これ に よれ ば ， タ カ プ ロ テ ア ー

セ （1 ： 100） の 如 く比較的高濃度 の 酵素が作用す る

時 は ， 基質濃度の 増加と共 に 酵素力価は略 々 比例的

に 増大す るが，（i ：10 ，000） の 如く低濃度酵素 の 時

は 基質濃度 の 影響 は殆ん どな い 様に 思 われ る．更に

V 州 SLYKE 法 に よ り測定せ る 場合 もこ れ と大体同

様な 結果を得た．又 ，
3種の濃度 （1；100）（1：200）

及び （1：1
，
000） の タ カ プ ロ テ ア ーゼ を 2 ％ Casein

溶液及 び 2．5％ gelatin溶液 に 作 用 さ せ ，それ らの

経時消化曲線 を求 め た処 ， 夫 々 Fig　5，　Fig・6 に 示

　　　 Fig・5・Casein 消化に 対 す る 酵素濃度 の 影 響

　 　 　 　 60

　 　 　 　 　 （1：400 ）
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Fig．4．　 Taka−protease 力 価に 対す る酵素 濃 度

　 及 び Casein濃度 の 影響
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　Fig．6．　 Gelatin消化 に 対す る酵素
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（菓山 ， 今安 ， 口 垣内） 麹 プ ロ テ ア ーゼ 闘定決の 検討 〔1） （4η ）

す様 な結果とな つ た．

　此 等 の結果 よ りす れ ば，か S る基 質濃魔に 於 て 反癒 初速度 は或 る酵素濃 獲以下 で は，そ の 酵素濃 度 に比例す る

様で あり， 従 つ て ， 作用 させ る酵素濃度 に 対し ， 基質濃度は高過ぎて も抵過 ぎて も不適当と灣 え られ る．

　故 に タ カ プ ロ テ ア
・一

ゼ な ら （1 ：500）程疲 の 酵素濃度 の もの を用い ，反 応基 質 Casein の 濃度 を 2 ％前後 とす れ

ば，そ の 反 応速度は反 応 基質の 影響 を受けずそ の 酵素濃度 に 大体比例す る．

　更に 米麹 プ ロ テ ア ーゼ に 就 い て 同様 に 検討し た 結果，そ の （1：20） 程 度の 酵 素濃 攫 の 力 価が タ カ プ ロ テア ーゼ

（11500 ） の 力価 IC略 々 匹敵し t・・　 　 　 　 　 　 　 Fig．・7．反蹶 中の MC 　I・VAIN

　 〔．尚，こ 丶 に 用い る両酵素は何れ も純粋で は な く，殊に米　　　　　　　緩 衝液濃度 の 影響
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 35

麹 プ ロ ア アーゼ の 場合，そ の 製麹条件，抽出条件等 の 相違 に

よ りそ の プ ロ テ ア
ーゼ 力価に も大 きな差異を生ずるの で 茲 に

い う （1；20） とか （k500） とか い う酵素濃度 は 普適的 な もの

で は な い．〕

　従つ て ， 以下 の実験 に於 て は ， こ の程度 の 酵素濃度 ， 基質

濃度を採馬するこ ととし ， 酵素 の 稀釈失活等 を も港え併せ て ，

高 濃 度 酵素 の 場 舎 は藻 質 濃 度 を一定 とす る様に 心 掛 け た．

　V） 反応液申の 緩衝液濃慶 の 影響

　実験上 反応液 の pH 調 整 の 為，緩衝液 を比 較 的 多鑾 に 使用

す る場合 きあ り得 るの で ， か S る場合 に 於 け る プ ロ テ ア
ーゼ

カ価 に対す る緩衝液濃度 の 影響を検討しナこt

　即ち ，
MC 　ILVAIN 緩衝液 の 最終濃度 を 20

，
30

，
40

，
60及

び 70％ とせ る 反応液 に 就い て 夫 々 作颶 pH 　7・5及 び3・5 とし た

場合の 経時消化曲練を求め t ，

　そ の 結果は F塘．7 に 示せ る如 く， ア ル カ リ側 に て作 用 さ

せ だ 場合は ， 緩衝液濃度 の 影響 は 殆 どな く， 酸性側 の 場合も

多少 の 影響 は認 め られ るが，これ も特別に 考慮すべ き程で は

な い と者え られ る．
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（478 ） （栗山 ， 今安 ， 口 垣 内）　麹 プ ロ テ ア ーゼ 測 定法 の 検討　（1）

　夊，酢酸緩衝液に就い て も検討し た 処，こ の 場合は全 く緩衝液濃度の 阻害を受 け なか っ た．

　 M ）　反応温度 の 影響

　同
一

試料 の 米麹 プ ロ テ ア
ー

ゼ を Caseinに 作用 させ ， 夫 々 30℃ ，
　 CO℃及 び 50℃ の 各反応温度 に 於 け る pH 消化

曲線を VAN 　SLY1（E 法 及 び FOUN 法に て 測定した．その 結果 は Fig．8 及び Fig．9 に 示す．

　 こ の結果に よれ ば ， 反応温度が50℃ となるとプ ロ テ アーゼ は阻害を受けて ，
40℃ の 場合の 力価 よりも低い 値を

示して 居 り，一方，ア ル カ リ性 プ ロ テ ア ーゼ の 方が 酸性 プ ロ テ ア
ー

ゼ よ りもその 力価 の 伸 び は 良い 様に 思われ る．

　而 し て ，
こ の 温度阻害の 限界を細 か く見て ゆ けば蔭山氏等の 報告 し て 居 る 様に 37℃ 附 近が 最適温度 とな る で あ

ろ うが ， 然 し ， 匸）の 酵素液 の 失活に 関す る検討 の結果を も併せ 者 えれ ば，酸性 プ ロ テ ァ ーゼ につ い て は，40℃

の 反応温度 を とれ ば温度に よ る阻害 は大し て 受 け な い 様に 思われ る．従つ て，実験の 便宜上，以後 ， 反応温度は

40℃ とす る こ とicした．

　 以上種 々 反応条件を検討した が ， 反応基質に 関する検討は次報 に 於 て 述べ 度 い と思 う．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 要 　 　 　 　 　約

　 タ カ プ ロ テ ア
ー

ゼ 及び 米麹 プ ロ テ ア
ー

ゼ に 就い て ， その 力価測定 の 測定条件及 び 反応条件を検討 し た．

　（1） 測定法 とし て は FOLIN 法及び VAN 　SLYKE 法 に つ い て 若干の 検討を試 み た．

　（2） 米麹 よ り酵素液 を作 る場合， そ の 磨砕物 を濾 過 せ ず そ の 儘 用 い る場合 も検討 し ナこが ， 濾 液を 酵素液 とす る

よ りもその 場合の プ ロ テ ア ーゼ カ価は大 で あつ た．

　   　酵素反応 を比 較 的 長時間行つ た 場含も，酸性 側の み を取扱 う時は 酵 素液 の 失 活 は 殆 ど問題 に し な くて も良

い と考え られ る．

　（4） 基質 Casein の 濃度の 影響をみ た 処 ， それ に 作用 させ る酵素濃度が比較的高 い 場合， 酵素力価は基質濃度

に 略 々 比例して 増大す るが ， 比較的酵素濃度 の 低 い 時は酵素力価は基質濃度の 影響 を殆ど受けない ．夊或 る酵素

濃度以下 で は Casein 消化 の 初速度 は 酵素濃度 に 比例し た．

　 （5） 緩衝液濃度 に よる影響 も本報の 実験範囲 で は ， 殆んど考慮する必要はない ．

　   　反応温度は「o℃ を採用し て も大体差支 え ない と考え られ る．

　 終 りに 臆 み 本稿 の 御校 閲 を 賜 わつ た 京 都大 学 片 桐 教 授，終 始御 鞭 撻 下 きつ た 安 藤 技師長 に 深謝致 し ま す．
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麹 プ ロ テ ア ー ゼ 測定法 の 検討 （2）
＊

〔清酒 に 関す る酵素の 研 究 （第 3 報）〕

栗 山　
一

秀 。今 安 　 聰 ・口坦 内泰 夫 　（大 倉 酒 造 株式会 社研究 室 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔緒　　　　　言〕

　前報
1） に 於 て は タ カ プ ロ テ ア

ー
ゼ 及 び 米麹 プ ロ ア ァ ーゼ の 反応条件及び 測定条件を主 と して Caseinを基 質 と

し た 場合 に 就 い て 検討し た の で あ るが，本報 で は 反応基質とし て ， 米粉末 ，
Milk　casein

，
　Gelatin

，
　Egg 　albumin

及 び Polypeptone の 5 種の 基質 に就 い て，タ カ プ ロ テ ア ーゼ 及 び 米麹 プ ロ テ ア ーゼ を用 い 夫 々 pH 消化曲線 を求

め ， 検討 を試 み た．更に 分 解率 に よ る表示法 に 就い て も若干 の 検討を行つ た ．

聾

照、和30年10月大阪醸造 学 会 に て そ の 要旨を口 演 し た
、
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